
備を進めるととも

材の充実が必要である。 に、最新の資機材を導入し消防体制の充実強化を図る。

・職員の大量退職に伴う一時的な消火活動能力の低下が懸念さ ・教育機関への入校、病院実習、免許等の資格取得を実施し、

れ、知識・技術の伝承はもとより現場対応能力の向上が求めら 個人及び組織的に技能の向上を図る。

れている。 ・耐震性防火貯水槽の設置や給水支援活動の整備を導入し、継

・消防水利は、消火栓だけに頼るのではなく、継続的な消火活 続的な消火活動ができるよう進める。

動が可能な体制を整備し、大地震や大規模火災に備える。 ・消防団の充実強化を図るため、消防団への入団促進及び優遇

・就業構造の変化等により男女ともに消防団員の確保が難しい 制度の導入等を進め、入団しやすい環境整備を行う。

状況である。

消防車両の更新整備を始め大規模災害時に必要となるの消防資器材の充実整備を図った。ま

た、また、潜水隊員の育成を積極的に行い、3名の新たな潜水隊員が潜水業務に加わった。

Ｂ
消防団においては、防災講演会や防災体験講座に参加し、団員個々の防災力を高めることが

できた。しかしながら消防団員の定年による退団等もあり団員の実員数が減ってしまった。

消防車両の更新整備は計画に基づき進めていく。大規模災害に対応する消防資器材の整備に

ついても引き続き導入していく。また、職員等のスキルアップを図るため消防職員や消防団

→ 員への教育・訓練を更に進めるとともに、消防団員の加入促進にも力を入れていく。

消防車両整備や消防資器材の整備については効果的に事業を進めることができた。また、各種災害に対応した訓練についても、消防職、団

員ともに実りある訓練を行うことができ、引き続き災害対応の強化を図っていく。

戸田市 施策評価シート

作成日 平成29年06月11日 作成者名 栃本　由兼 評価者名 森谷　精太朗

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

03 安心して安全に暮らせるまち 消防本部・消防本部総務課

01 消防・救急 消防本部・警防課
消防本部・予防課

28 消防体制の充実 消防署・消防第１課
消防署・消防第２課

　大規模災害や特殊災害発生等に備えて、消防施設及び資材等を充実するとともに、消防職員、消防団員のスキルアップを

図ることにより市民が安心して生活できるよう、消防体制の充実を図ります。

消防職員研修事業

消防団厚生事業

消防車両の整備事業

大規模災害用対応資器材整備事業

消防団員に対する教育 消防団員教育への年間受講率
％ 85 80 81.3 86.1

(受講者数÷消防団員実員数 )
消防団員の加入促進 団員定数に対する実員数

％ 90 70 89.5 87.9
(実員数÷定数 )

潜水隊員の養成 潜水隊1隊6名で3隊編成
人 18 15 15 18

(潜水隊員数 )

職員教育としては、消防大学校1名、県消防学校の10課程に延べ15名、救急に係る専門教育に延べ48名、消防技
能講習12課程に延べ26名、団員教育として県消防学校の3課程に5名が研修を修了した。

・老朽化した車両の更新整備と大規模災害等に対応できる資器 ・老朽化した消防車両や消防資機材の更新整
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02 消防事務費　（消防本部総務課）

消防事務費

任
意

9,200
0

9,988

１ Ａ Ａ Ｂ Ａ １ Ｂ01 01 09 01 01 02 01 9,532

消防業務の全般的な事業とし 9,249 0

て、臨時職員の雇用、消防協 6,069

03 消防委員会費　（消防本部総務課）

消防委員会費

義
務

304
0

317

１ Ａ Ａ Ｂ Ｂ １ 義01 01 09 01 01 03 01 321

　市長の諮問に応じ、消防力 321 0

の整備に関する事項、消防施 1,310

04 消防職員厚生費　（消防本部総務課）
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0
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02 消防団厚生費　（消防本部総務課）

消防団厚生事業

義
務

8,542
0

8,030

１ ○ Ａ Ａ Ａ Ａ １ ○ 義01 01 09 01 02 02 01 7,792

消防団員退職報償金、消防団 7,103 0

員被服、消防団員健康診断、 1,517

03 消防団管理費　（消防本部総務課）

消防団管理事業

義
務

1,926
0

2,812

１ Ａ Ａ Ａ Ａ １ 義01 01 09 01 02 03 01 2,766

消防団施設、消防機材の維持 2,766 0
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由兼 評価者名 森谷　精太朗

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）
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消防施設整備事業

法
定

0
0

0

５ － － － － ５90 01 09 01 03 02 90 0

　平成２１年度から新曽第一 0 0

土地区画整理地内の公園予定 0

H29決算額 H30予算額 H31計画額 H31予算額

計（千円） 事業費 471,130 244,674 252,717 0

うち一般財源 471,130 243,367 251,745 0

事業の方向性： １現状で継続　 ２拡大して継続 ３縮小して継続　　　４他事業と統合　　　５休止　　　６その他見直し

７平成31年度で終了 ８平成30年度で終了 ９平成29年度で終了

戸田市 施策評価シート

作成日 平成29年06月11日 作成者名 栃本　


